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 2 次関数 y＝ f (x )＝ − x 2＋ 2ax＋ a 2＋ 3  (a：定数 ) がある。
(1)− 1 ≦ x ≦ 1 における，f (x ) の最大値 M を求めよ。

(2)− 1 ≦ x ≦ 1 における，f (x ) の最小値 m を求めよ。

2次関数初めからトライ！問題 48

a a a x

y＝ f (x ) y＝ f (x ) y＝ f (x )
ヒント！

解答＆解説

	 今回は，y＝ f (x ) が上に凸の
放物線の場合の，カニ歩き＆場合分けの

問題だね。y＝ f (x )＝ − (x−a )2＋2a 2＋3
より，この頂点の x 座標が x＝ a となる
ため，y＝ f (x ) は右図に示すように，横に
カニ歩きするんだね。よって，−1≦x≦1
における，(1)  y＝ f (x ) の最大値 M は 3 通りに場合分けして求め，(2)  y＝
f (x ) の最小値 m は 2 通りに場合分けして求めればいいんだね。頑張ろう !

(1)  y＝ f (x )＝ − x 2＋ 2ax＋ a 2＋ 3＝ − (x 2− 2ax＋ a 2)＋ a 2＋ 3＋ a 2   

＝ − (x− a ) 2＋ 2a 2＋ 3 より，

y＝ f (x ) は，頂点 (a，2a 2＋ 3) の上に凸の放物線である。
よって，− 1≦ x≦ 1 における y＝ f (x ) の最大値 M は，下図より明らかに

(ⅰ)  a≦ − 1，(ⅱ)− 1＜ a≦ 1，(ⅲ)1＜ a の 3 通りに場合分けして求めな

ければならない。

(ⅰ)  a ≦− 1 のとき　　(ⅱ)− 1＜ a ≦ 1 のとき　　(ⅲ)1＜ a のとき

実質，引いている !

2 で割って 2 乗 ! a2を引いた分，たす

M＝ f (−1)

y＝ f (x )
y＝ f (x )

y＝ f (x )

0 0 01 1 1x x x

y y y

a a a−1 −1 −1

M＝ f (a ) M＝ f (1)



73

2集合と論理
1

32次関数

数
と
式

以上より，y＝ f (x ) の最大値 M は，

(ⅰ)a≦ − 1 のとき，					M＝ f (− 1)＝ − (− 1) 2＋ 2a・(− 1)＋ a 2＋ 3

＝ a 2− 2a＋ 2
(ⅱ)− 1＜ a≦ 1 のとき，M＝ f (a )＝ − (a− a ) 2＋ 2a 2＋ 3

＝ 2a 2＋ 3

(ⅲ)1＜ a のとき，								M＝ f (1)＝ − 1 2＋ 2a・1＋ a 2＋ 3

＝ a 2＋ 2a＋ 2 ………………………(答)

(2) 次に，− 1≦ x≦ 1 における最少値 m は，下図より明らかに，(ⅰ)a≦ 0，

(ⅱ)0＜ a の 2 通りに場合分けして求める必要がある。

(ⅰ)a≦ 0 のとき　　　　										 	(ⅱ)0＜ a のとき

以上より，y＝ f (x ) の最小値 m は，

(ⅰ)a≦ 0 のとき，m＝ f (1)＝ − 1 2＋ 2a・1＋ a 2＋ 3

＝ a 2＋ 2a＋ 2
(ⅱ)0＜ a のとき，m＝ f (− 1)＝ − (− 1) 2＋ 2a・(− 1)＋ a 2＋ 3

＝ a 2− 2a＋ 2……………………………(答)

a が，−1≦x≦1 の範囲内か否かに関わらず，−1≦x≦1 の真ん中の値の x＝0 より，
a が小さいか，大きいかによって，最小値 m の値は場合分けして求められるんだね。

x x

y y

a a aa 1−1

m＝ f (1)

m＝ f (1)

y＝ f (x )

y＝ f (x )

−1 1

y＝ f (x )

y＝ f (x )
m＝ f (−1)

m＝ f (−1)


